
Title リュテー著『国民経済的利益、全体利益及び共同福祉』
Sub Title
Author 気賀, 健三

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1935

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.29, No.10 (1935. 10) ,p.1599(203)- 1604(208) 
JaLC DOI 10.14991/001.19351000-0203
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19351000-

0203

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


リ
ュ
テ
ー
著

「

國
民
經
濟
的

利
益
、

全
體

利
益 

及
ひ
共
同
福
触

」

氣
賀
健
三

經
濟
學
の
如
く
吾
人
の
日
常
生
活
と
頗
る
密
接
な
關
係
の
あ
る
現
象
を
取
扱
ふ
所
の
學
問
に
在
っ
て
は
、
其
學
問
上
の
術
語
が
日
常 

用
語
か
ら
其
儘
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
其
爲
め
に
斯
る
言
辭
の
常
と
し
て
、意
味
の
瞹
眛
な
多
岐
多
端
に
亙
る
場
合
が
少
く
な
い
。 

從
っ
て
、
學
問
の
進
歩
は
之
が
爲
に
屢
々
阻
害
さ
れ
、
無
用
た
論
爭
が
徒
に
取
交
さ
れ
、
唯
*
理
論
の
混
亂
を
增
す
に
役
立
つ
の
み
と 

い
ふ
様
な
憂
は
非
常
に
深
い
の
で
あ
る
。
此
處
に
取
上
げ
る「

國
民
經
濟
的
利
益」

と
か「

全
體
利
益」

と
か
或
は又

！'

共
同
福
祉」

と
か 

い
ふ
言
葉
は
實
に
一
つ
の

適
切
な
例
で
あ
る
。
此
等
の
言
葉
は
日
常
の
經
濟
上
の
問
題
に
關
し
て
頗
る
頻
繁
に
使
は
れ
、
吾
々
は
其
の 

意
味
す
る
具
體
的
內
容
に
就
て
何
等
深
い
穿
鑿
を
加
へ
る
こ
と
な
く
旣
に
自
明
の
事
柄
の
様
に
考
へ
る
の
が
常
で
あ
る
。
併
し

少
し
く 

反
省
を
筑
ね
る
な
ら
ば
、
此
等
の
言
葉
が
持
つ
內
容
は
決
し
て
一
定
し
て
届
ら
ず
、
種
々
雑
多
な
意
味
を
含
ん
で
届
る
こ
と
が
判
る
に 

相
違
な
い
。
即
ち
そ
れ
は
時
に
は
或
重
要
な
一
部
の
階
級
の
利
益
を
表
し
、
時
に
は
單
な
る
多
數
者
の
利
益
と
同
一
視
せ
ら
れ
る
。

il
t
處
に
紹
介
す
る
リ
ュ
テ
ー
の
著
書
は
此
瞹
昧
な
概
念
の
分
析
と
批
判
と
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「

國
民
經
濟
的
利
益」

と
か 

「

八+
.體
利
益」

と
か
い
ふ
概
念
は
容
易
に
推
察
し
得
る
如
く
實
際
上
、
政
治
上
頗
る
重
要
な
る
概
念
で
あ
り
其
意
義
の
解
明
は
經
濟
學
や 

リ
ユ
テ
ー
著「

國
民
經
濟
的
利
益
、
全
體
利
益
及
び
共
同
福
祉」 

ニ
0
三

(
一

五
九
九〕



リ
ユ
テ
ー
著

國̂
民
經
濟
的
利
益
.
全
體
利
益
及
び
共
同
福
祉」 

ニ
〇
四

(

一
六
〇
〇) 

經
濟
政
策
に
取
っ
て
最
大
重
要
事
の一

た
る
も
の
で
，あ
る
。

此
書
は
一
：部
に
分
た
れ
、
第
一
部
に
於
て
從
來
の
諸
見
解
に
依
る
此
概
念
の
分
析
を
行
ひ
、
第
二
部
に
於
て
此
等
の
見
解
を
批
判
し 

同
時
に
消
極
的
な
る
自
說
を
展
開
し
て
居
る
。

第

一

部
は
四
章
ょ
り
成
る
。
第一

章
に
於
て
は「

利
益」(

12.
3
5
3
0
又
は「

福
祉」

0
¥
0
1
1
1

)

な
る
概
念
に
就
て
根
本
的
分
析
が
試
み
ら 

れ
、
第
二
章
に
於
て「
國
民
經
濟J 

(
v
o
l
k
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
c

に
就
て
諸
學
者
の
經
濟
理
論
を
參
照
し
っ
、
其
概
念
分
析
が
行
は
れ
る
。
第 

三
章
は「

國
民
經
濟
的
利
益」
を
取
扱
ひ
、
其
稀
々
な
る
意
義
を
過
去
の
文
献
に
照
し
な
が
ら
解
明
十
る
。
第
四
章
に
於
て
は「

共
同
福 

祉」
(
G
e
m
e
i
n
i
h
l
)

及
び「

全
體
利
益」

(
G
e
s
a
m
d
n
t
e
r
e
s
s
e
)

の
意
味
を
其
經
濟
的
關
係
に
於
て
解
釋
し
、
特
に
全
體
の
意
義
の
瞹 

昧
、
多
様
性
を
指
摘
す
る
。

第
二
部
は
前
述
の
第
一
部
に
於
て
整
理
せ
ら
れ
た
る
諸
種
の
概
念
を
吟
味
し
て
、
如
何
な
る
場
合
に
正
確
な
意
味
に
於
け
る
國
民
經 

濟
的
利
益
又
は
全
體
利
益
な
る
概
念
が
成
立
し
得
る
か
を
論
ぜ
る
部
分
で
あ
る
。
第
艽
章
ょ
り
第
八
章
ま
で
四
っ
に
分
た
ゎ
"
其
最
初 

の
章
は
個
體
主
義
的
な
る
自
說
の
說
明
に
充
て
ら
れ
、
以
下
第
六
•
七
•
八
章
に
於
て
は
其
反
對
說
た
る
全
體
主
義
的
た
見
解
の
缺
點
、
誤 

謬
を
指
摘
し
、
且
っ
如
何
な
る
意
味
に「

此
等
の
概
念」

を
解
釋
し
た
場
合
に
誤
解
の
な
い
様
に
之
を
使
用
す
る
こ
と
が
出
來
る
か
の
問 

題
を
解
決
せ
ん
と
し
て
居
る
。
而
し
て
其
結
論
は
消
極
的
で
あ
る
。
即
ち
國
民
經
濟
的
利
益
又
は
全
體
利
益
な
る
概
念
は
字
黎
通
り
の 

意
味
に
於
て
は
現
實
の
經
濟
界
に
成
立
の
餘
地
が
殆
ど
無
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

さ
て
全
篇
を
通
觀
す
る
に
、
リ
ュ
テ
ー
は
其
恩
師n

ベ
ル
ト
•
リ
ー
フ
マ
ン
の
學
說
を
其
儘
受
繼
ぎ
、
之
に
基
い
て
國
民
經
濟
的
利
益 

又
は
全
體
利
益
の
概
念
を
分
析
し
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
然
ら
ば
リ
ー
フ
マ
ン
，の
立
場
と
は
何
を
指
す
か
と
い
ふ
に
、
國
民
經
濟
又 

は
社
會
の
經
濟
生
活
の
解
釋
に
於
て
個
人
、王
義
的
見
解
を
採
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
リ
ュ
テ
ー
の
言
を
藉
り
る
な
ら
ば「

個
人
主
義」

(Individualismus)

とr

•集
團
主
義」

(Kollectivismus)

と
は
哲
學
上
の
公
理
と
し
て
相
對
立
す
る
雨
極
端
で
あ
り
、
之
に
據
つ
て
人 

間
の
存
在
及
び
活
動
の
認
識
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
前
者
は
認
識
の
重
點
を
個
體
に
置
き
、後
者
は
多
數
の
個
人
、集
團
又
は
社
會
に
之 

を
®
く
。…

•個
人
主
義
は
論
理
的
に
最
初
な
る
も
の
を
個
人
に
認
め
、
集
團
主
義
は
社
會
に
之
を
認
め
る
。」(

リ
ュ
テ
ー
，
二
三
頁)
此 

ニ
つ
の
中
の
何
れ
を
取
る
か
に
よ
つ
て
國
民
經
濟
的
利
益
な
る
概
念
に
對
し
て
重
要
な
、
否
な
根
本
的
な
對
立
が
生
じ
て
來
る
。
即
ち 

個
人
主
義
的
見
方
に
依
れ
ば
、
獨
立
し
て
經
濟
行
爲
を
營
む
個
人
の
數
丈
け
の
相
對
立
し
た
個
別
的
利
益
が
あ
り
、
國
民
經
濟
的
利
益 

と
か
全
體
的
利
益
と
い
ふ
も
の
は
無
く 

(

1

テ
ー
、
七r

頁)

强
ひ
て
あ
る
と
言
へ
ば
個
人
の
利
益
と
全
く
合
致
す
べ
き
も
の
な
の 

で
あ
る
。
之
に
反
し
集
團
主
義
的
に
考
へ
る
な
ら
ば
.
そ
れ
は
、
如
何
な
る
種
類
の
集
團
主
義
的
見
解
に
せ
よ
、
個
人
の
上
に
立
つ
て 

之
を
支
配
下
に
置
く
所
の
上
位
の
獨
立
目
的
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

一

個
の
獨
立
し
た
國
民
經
濟
的
利
益
又
は
全
體
利
益
が
考 

へ
ら
れ
る
こ
と
に
爲
る
。(

リ
ュ
テ
ー
、
三
四
頁
以
下)

リ
ュ
テ
ー
が
力
を
入
れ
て
論
じ
て
居
る
の
は
此
後
者
の
意
味
に
於
け
る
國
民
經
濟
的
利
益
で
あ
つ
て
、
其
れ
の
考
へ
ら
れ
來
た
つ
た 

あ
ら
ゆ
る
場
合
を
ば
、
多
數
の
旣
往
の
經
濟
學
者
の
說
を
引
用
し
な
が
ら
檢
討
す
る
。
例
へ
ば
、
社
曾
を
一
個
の
有
機
體
の
如
く
考
へ
、 

其
自
身
獨
立
せ
る
意
志
と
目
的
と
を
持
つ
も
の
と
見
る
有
機
體
的
觀
察
や
、
或
は
個
人
の
合
成
意
志
の
結
果
と
し
て
超
越
的
、
統
一
的 

構
成
體
と
解
す
る
見
方
、
將
た
或
は
究
極
に
於
て
個
人
の
幸
福
に
向
け
ら
れ
る
が
直
接
に
は
之
よ
り
獨
立
し
超
個
人
的
な
獨
自
の
目
的 

I:
持
つ
と
見
る
考
へ
方
等(

リ

<
テ
ー
、

一
ニ
四
頁)

が
集
團
主
義
的
解
釋
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
。
而
し
て
此
等
の
何
れ
に
在
つ
て
も
、 

各
個
人
の
目
的
以
外
に
一
個
の
全
體
と
し
て
の
耩
成
體
が
一
個
の
意
志
と
目
的
と
を
持
つ
と
い
ふ
こ
と
が
其
特
徴
を
爲
■す
の
で
あ
る 

が
、
リ
ー
フ
マ
ン
及
び
リ
ュ
テ
ー
に
據
れ
ば
斯
く
の
如
き
構
成
體
は
現
實
の
經
濟
社
會
に
は
決
し
て
存
在
し
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。 

即
ち
彼
等
を
し
て
言
は
し
む
れ
ば
、
經
濟
行
爲
な
る
も
の
は
各
個
人
が
經
濟
的
收
益
の
可
及
的
多
大
の
獲
得
を
目
指
す
こ
と
に
あ
る
の 

9
ュ
テ
ー
著<■

國
民
經
濟
的
利
益
、
全
體
利
益
及
び
共
同
福
祉」 

ニ
◦
五

(
1

六0

一〕



リ
ユ
テ
ー
著>■

國
民
經
濟
的
利
益
、
全
體
利

®
及
び
共
同

a
®

』 

ニ

o
六

(
I

六
〇
ニ) 

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
具
體
的
に
は
互
に
他
よ
，o

利
益
を
奪
ひ
合
ふ
と
い
ふ
こ
と
、

即
ち
相
對
立
せ
る
利
害
關
係
に
依
っ
て
結
ば
れ
て
屉 

る
の
が
今
日
の
交
換
經
濟
社
會
で
あ
っ
て
、
交
換
經
濟
な
る
も
の
\
中
に
は
決
し
て
各
人
に
共
通
の
利
益
従
っ
て
又
全
體
に
取
っ
て
闻 

1

の
目
的
"
或
は
國
民
經
濟
と
し
て
の
獨
立
し
た
利
益
な
ど
と
い
ふ
も
の
は
存
在
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
唯
々
小
さ
い
部
分
的
集
團
を 

構
成
す
る
個
人
に
於
て
は
其
部
分
丈
け
に
共
通
の
利
益
は
あ
る
で
あ
ら
ぅ
が
、
其
集
團
が
大
く
な
る
に
從
ひ
統一

的
利
益
の
可
能
性
は 

益
々
薄
く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
國
民
經
濟
と
い
ふ
樣
な
廣
範
圍
に
亙
る
共
通
の
利
益
な
る
も
の
は
殆
ど
全
く
發
見
闲
難
で
あ
る
と
い
ふ 

の
で
あ
る
。(

リ
ュ
テ
ー
、1
三
四
頁
以
下)

そ
こ
で
次
の
様
な
結
，論
が
生
れ
て
来
る
。
從
來
經
濟
學
上
の
自
明
の
概
念
の
如
く
取
扱
は
れ
て
来
た「

國
民
經
濟
的
利
益」

と
か
~|
全 

體
利
益」

と
い
ふ
概
念
は
、集
團
主
義
的
な
學
者
が
勝
手
に
想
像
し
た「

國
民
經
濟
構
成
體J

と
か「

全
體
社
會J

と
か
い
ふ
擬
制
に
依
っ
て 

生
れ
出
た
も
の
で
あ
る
か
、
然
ら
ず
ん
ば
社
會
の
一
部
の
集
團
の
利
益
を
誤
っ
て
全
體
利
益
と
斷
定
し
た
か
、
更
に
或
は
全
體
の
利
益 

と
い
ふ
意
味
を
非
經
濟
的
に
、
即
ち
或
は
政
治
的
或
は
倫
理
的
に
解
釋
し
た
か
、
將
た
或
は
具
體
的
內
容
を
明
示
し
得
な
い
で
全
く
形 

式
的
に
取
入
れ
て
居
る
に
過
ぎ
ぬ
か
其
何
れ
か
で
あ
る
と
。

以
上
が
頗
る
粗
雑
で
は
あ
る
が
リ
a.
テ
ー
の
所
論
の
大
要
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
國
民
經
濟
的
利
益
と
か
全
體
の
利
益
、
共
同
の 

福
祉
と
い
ふ
言
葉
は
純
經
濟
理
論
的
に
使
用
さ
る
べ
き
用
語
で
な
く
-
*若
し
用
ひ
ら
れ
て
居
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
文
字
通
り
の
內
容 

を
具
備
す
る
も
の
で
は
な
く
て
*
何
か
上
に
結
論
と
し
て
擧
げ
た
様
な
別
の
意
味
に
之
を
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に
爲
る
の
で 

あ
る
0

此
處
に
於
て
一
，應
の
疑
問
が
生
ず
る
に
相
違
な
い
*
果
し
て
全
體
の
利
益
、
共
同
の
福
祉
な
る
も
の
は
あ
り
得
な
い
か
。

リ
ュ
テ
ー
の
主
張
に
對
し
て
頗
る
興
味
ぁ
る
反
駁
を
爲
せ
る
も
の
に
、
£
1べ
ル
ト
*ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
が
ぁ
る
。
彼
は
9

1

フ
マ
ン
及

び
リ
ュ
テ
ー
の
誤
謬
の
一
つ
と
し
て
彼
等
が
經
濟
を
交
換
と
同一

視
し
て
仕
舞
っ
た
と
い
ふ
點
を
擧
げ
て
居
る
。
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
の 

言
を
其
儘
引
用
す
る
な
ら
ば
、「

リ
*
テ
ー
の
書
が
全
然
否
定
的
な
結
論
に
到
達
し
た
と
い
ふ
こ
と
杧
就
て
、
原
因
を
求
め
る
な
ら
ば
、 

當
然
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、
彼
が
經
濟
な
る
こ
と
を
交
換
と
同一

視
し
た
と
い
ふ
點
で
あ
る
。
さ
れ
ば
經
濟
形
態
の
一
つ
が
經
濟
的
な 

る
も
の「

一
般」

と
し
て
取
扱
は
れ
、
經
濟
の
概
念
は
餘
り
に
も
狹
く
な
り
過
ぎ
て
居
る
。
こ
の
一
形
態
で
は
*
吾
等
の
問
題
に
取
つ
て 

必
要
な
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
來
な
い
。
か
ぅ
云
っ
て
誤
で
は
あ
る
ま
い」

と
。(

社
會
政
策
時
報
第
百
五
十
七
號1

三
頁
參
照)

。

ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
に
據
れ
ば
交
換
經
濟
社
會
は
可
能
な
る
社
會
鞲
造
の
中
の1

っ
で
あ
り
、
全
體
の
利
益
の
概
念
を
此
形
態
の
經
濟 

社
會
の
み
に
限
っ
て
吟
味
す
る
こ
と
は
餘
り
に
偏
狭
に
過
ぎ
る
*
經
濟
の
社
會
形
態
全
部
に
互
っ
て
此
槪
念
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る 

と
い
ふ
の
で
あ
る
。
之
は
確
に
適
切
な
批
判
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
は
更
に
又「

假
り
に1

應
リ
ー
フ
マ
ン
並
に
リ
*
テ
ー
の
立
場
に
立
つ
と
し
て
し
彼
等
の
所
說
を
檢
W-
し
、
彼
等
が 

自
ら
全
體
利
益
の
可
能
な
る
手
掛
り
を
提
供
し
て
居
る
事
實
を
指
摘
す
る
、
即
ち
彼
等
の
說
く
如
く
各
人
は
唯
自
利
の
み
を
追
求
し
交 

換
社
會
に
於
て
營
利
の
原
則(

R
s
t
a
b
i
m
s

が
實
現
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
、
而
し
て
之
は
古
典
擧
派
の
所
謂
る
自
由
主
義
に
依
つ
て 

保
證
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
ず
れ
ば
、(

リ
ュ
テ
ー
ニ
六
四
頁
以
下)

旣
に
其
限
b
に
於
て
全
體
の
利
益
、
共
同
の
福
祉
が
あ
る
こ
と
に 

爲
る
。
換
言
す
れ
ば
-1
誰
に
取
っ
て
も
有
利
な
る
方
法
と
し
て
の
交
換
に
關
し
て
全
體
利
益
が
あ
る
こ
と
に
爲
る」

0 (

前
掲
書
一
艽
頁) 

即
ちr

若
し
交
換
流
通
が
こ
れ
に
參
加
せ
る
人
達
全
部
に
と
つ
て
有
益
、
有
利
、
有
效
で
あ
る
な
ら
I

こ
れ
が
圓
滑
に
行
は
れ
る
こ 

と
に
關
し
て
は
總
て
の
者
の
利
益
が
存
す
る
譯
で
あ
る」

(

同
、1

六
頁)

E

之
は
正
に
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
の
說
く
通
り
で
あ
つ
て
"
リ
1
フ
マ
ン
や

リ

*
テ

ー
は
、

自
ら
其
存
在
を
否
定
し
て
届
る
所
の
當
の
目 

的
の
存
在
を
自
ら
證
明
し
て
居
る
樣
な
も
の
で
あ
る
。

9

ュ
テ
I

著
■
■國
民
經
濟
的
利
益
、
全
體
利
益
及
び
共
同
福
in
i
:」

 

二
〇
七

(
1

六
〇

三〕



リ
ユ
テ
ー
著「

國
民
經
濟
的
利
益
、
全
體
利
益
及
び
共
同
福
祉」 

ニ
〇
八

(
1

六0

四〕 

•ゥ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
は
此
處
に
引
用
せ
る「

社
會
政
策
時
報」

へ
寄
稿
の
小
論
文
の
中
で
更
に
自
己
積
極
說
の
紹
介
を
試
み
て
居
る
が
、
 

リ
ュ
テ
ー
の
著
書
の
紹
介
を
目
的
と
す
る
本
稿
に
於
て
は
不
必
要
と
考
へ
る
か
ら
敢
て
論
及
し
な
い
_。
他
の
機
會
に
之
を
論
ず
る
こ
と 

が
出
來
る
で
あ
ら
う
。(
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